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伏見康治名誉顧問のご逝去を悼む 
５月８目  日中科学技術交流協会理事長  有山正孝 

 

本会名誉顧問伏見康治先生は 5 月 8 日

夜、老衰のため逝去されました。近年、

理事会へのご出席は絶えておりましたが、

昨年 12 月 13 日に開催された本会の中国

人留学生研究奨励賞授賞式ならびに研究

発表会には矍鑠たるお姿をお見せになり、

最後まで研究発表に耳を傾けておいでに

なったことは私たちの記憶に新しいとこ

ろです。 

 
 先生は間違いなく百歳を超えてもなお

慈父の如く我々を見守りつづけてくださ

るものと私どもは信じておりましたのに、

満 99 歳のお誕生日を目前にしての俄か

なご逝去はまことに残念でなりません。 
訃報に接して思わず耳を疑いましたが、

5 月 12 日・13 日、横浜の妙蓮寺斎場に

おいてお通夜・告別式が執り行われ、先

生は純白の胡蝶蘭の花に包まれて旅立た

れました。この悲しむべき事実を私たち

は受け入れなければならないのです。 
伏見康治先生は 1909 年 6 月 29 日、名

古屋市において誕生され、1933 年、東京

帝国大学理学部物理学科をご卒業、直ち

に東京帝国大学助手に任用され、1934 年

大阪帝国大学理学部物理学科に配置換え

となり、助教授を経て 1940 年には教授

に昇任され、1959 年からは理学部長を併

任されました。1961 年、名古屋大学に移

られ、新たに創設されたプラズマ研究所

の初代所長に就任されました。1973 年定

年退官され、大阪大学名誉教授、名古屋

大学名誉教授の称号を受けられました。 
先生は理論物理学者として統計力学の

分野で顕著な業績を挙げられましたが、

その傍ら、多くの社会的活動も為されて

います。1949 年には新たに設立された日

本学術会議の第 1 期会員に選出され、以

後中断された時期はありましたが 1985
年まで会員として活動され、1978 年から

1985 年までは会長の重職を務められて

おります。また 1983 年から 1989 年まで

は参議院議員として活動されました。先

生はこれらの職に就かれて、わが国の研

究環境の整備に力を尽されました。特に
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先生は戦後の日本における原子力平和利

用研究の重要性を説かれ、その体制の構

築に努力されました。その一方で先生が

茅誠司先生とともに｢自主・民主・公開｣

の原子力 3 原則を提唱され、原子力基本

法の制定に際してこの原則を盛り込むべ

く努力されたこと、｢世界平和アピール 7
人委員会｣のメンバーとして核兵器廃絶

と原子力平和利用を訴え続けられたこと

はよく知られています。 
先生はまた、多くの人々が物理学に親

しむよう、啓蒙活動をしておられます。

第 2 次大戦中の 1940 年代前半には専門

的教科書として名著の聴こえ高い「確率

論及統計論」、｢量子統計力学｣を出版され

たほか、後に「ろば電子──原子核物理

学二十話」としてまとめられた雑誌「科

学知識」連載の解説記事の執筆、雑誌「図

解科学」に連載された原子物理学の解説

記事の執筆、ガモフの「不思議の国のト

ムキンス」の翻訳等を通じて、敗色深ま

る希望のない時代の若者たちに物理学の

面白さを教えられたのでした。また晩年

には奥様と共著で、ご趣味であった折り

紙に関する書を著しておいでになります。

「図解科学」の連載記事は、昨年６月に

開催された先生の白寿の祝賀会を記念し

て単行本「光る原子、波うつ電子」とし

て纏められ、およそ 60 年の歳月を隔て本

年 1 月、出版されました。 
 さらに先生は国際交流、特に日ソ・日

中の学術交流にも力を注がれました。先

生と中国、そして本会との最初の接点は、

国交回復の見通しも未だ立っていなかっ

た 1957 年に中国科学院の招請により日

本学術会議物理学研究連絡委員会と日本

物理学会が合同で送った訪中団へのご参

加です。1977 年に本会が設立された後、

先生は理事として運営に当られ、また近

年は顧問として大所高所からご指導くだ

さいました。本会は中国からの留学生で

優れた業績を挙げた者を顕彰し励ますた

めに、基金を設けて研究奨励賞を授与し

ておりますが、その中に伏見先生から頂

戴したご寄付による伏見康治研究奨励賞

があります。今年度はその第 20 回の受賞

候補者募集の準備を進めており、授賞式

には先生のお元気なお姿に接することを

願っていたところです。 
 これらのご功績に対して伏見先生は藤

原賞、紫綬褒章、勲二等旭日重光章を受

けておいでになります。 
先生は本会にとって偉大な存在であり

ました。先生を失い、私どもは大きな柱

を失ったような喪失感に陥っています。

しかし生者必滅会者定離は世の定め、先

生の温顔を拝することはもはや叶いませ

んが、先生の残されたものを大切にして、

本会の使命達成に努めることが今日まで

の先生の本会に対するご貢献に報いる所

以でありましょう。 
 斯様に誓いつつ、心から先生のご冥

福をお祈りします。 

 

２００７年度橋口賞授賞式に出席して 
200８年４月２５日（金）  日中科学技術交流協会 理事長  有山正孝 

 

 

 

2007 年度橋口賞の授賞式が 2008 年 4

月 25 日、中国湖南省の省都、長沙市の中

南大学において挙行された。私は中国科

学院の橋口隆吉賞委員会からこの授賞式

に招かれ、2 泊 3 日の慌しい日程で長沙を

訪れた。 
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 なお橋口賞は、本会の第２代会長故橋口

隆吉先生が中国科学院に私財を寄託して

設けられた基金により、材料科学の分野で

優れた業績を挙げた中国の若手研究者に

授与されている賞である。 

 

今年度の受賞者は、西北有色金属研究

院名誉院長の周廉博士と中南大学学長の

黄伯雲博士のお二人であった。 

周廉博士は吉林省出身で 1963 年東北

大学を卒業、1978 年から 1981 年にかけて

フランスに留学、帰国後は西北有色金属研

究院において超伝導材料・レアメタル材料

の研究に従事して多くの業績を挙げ、また

副院長・院長を歴任された方である。国内

外の学会役員としての活動も多く、1994 年

には中国工程院、院士に推された。 

黄伯雲博士は湖南省の人で、1969 年に

中南大学の前身である中南鉱冶学院を卒

業、1980 年から米国アイオワ州立大学に留

学して修士・博士の学位を取得、さらにテネ

シー大学で 2 年間のポスドク生活の後 1988

年に帰国して中南工業大学に着任、1997

年には同大学学長、2000 年からは大学統

合により中南大学学長となった。先進複合

材料、高温構造材料等の研究に従事、応

用と産業化の面で多くの業績を挙げられ

た。 

このように今年の受賞者は中国の材料科

学分野において既に指導的立場にあり、重

鎮とも呼ばれるべき人が選ばれたのであ

る。 

 授賞式は 25 日午前 9 時 30 分から、中南

大学の国際会議場で来賓ならびに同大学

の教職員・学生約 400 名列席の下に開催さ

れた。 

 

中南大学副学長邱冠周教授の歓迎の辞

に続いて先ず橋口基金会理事長で米国留

学時代から橋口先生の友人であられた師

昌緒博士から今年度の選考経過の説明が

あり、また基金会秘書長を務める我々旧知

の邱華盛中国科学院国際合作局局長助理

から基金会の事業報告があった。ここで日

中科学技術交流協会を代表して私が祝辞

を述べた後、師博士から受賞者に賞状と楯

が伝達され、周博士・黄博士からそれぞれ 

謝辞が述べられた。 

    

 
中南大学黄伯雲学長 有山正孝理事長 

 

最後に師博士の講話があって式を終っ

た。 

記念撮影の後、学内のゲストハウスの食

堂で祝宴が持たれ、市中のレストランに勝る

とも劣らぬ薬膳料理が供された。 

 

中南大学は 2000 年に、何れも長い歴史

を持つ三つの大学、すなわち湖南医科大

学・長沙鉄道学院・中南工業大学が統合さ

れて出来た新生の大学で、理学・工学・医

学・管理学・文学・法学・経済学・哲学・教育

学・歴史学の 10 学部を擁する総合大学で

ある。今回、式典の際に祝辞を通訳してく

れた童江寧君は修士課程の学生であった

が名古屋大学に留学の経験を持ち、その
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日本語は殆ど完璧であった。   

中国の大学を訪れる時、私はキャンパス

に漲る若者の活気を感じる。嘆かわしいこと

に今、我が国の大学ではその活気を感じる

事ができない。 

 長沙市は上海の南西西約 800 キロ、北京

からは南南西約 1,200 キロ、南北に流れる

湘江の両岸に拡がる人口 600 万の大都会

である。春秋時代からの長い歴史を持ち、

多くの人材を輩出しているが、中でも毛沢

東・劉少奇の名は我々年配者の記憶には

深く刻まれている。 

 ダウンタウンは湘江の東岸にあり、高層ビ

ルの林立する現代的な市街である。 その

中にも多くの旧跡があり、その一つ天心閣

は、小高い丘の上の古い城壁の上に立つ

木造の３層楼である。昔は湖南髄一の高い

場所であったらしいが、今はビル群に見下

ろされている。この建物のアネックスに長沙

の町の歴史を語る映像展示があった。1930

年代に長沙は度々の火災により灰燼に帰し

たのであるが、その場面に登場したのは

我々には一目でわかる旧日本軍の爆撃機

であった。心の痛む一コマであった。 

湘江西岸には岳麓山という海抜 300 米の

緑豊な山があり、その山麓は中南大学・湖

南大学・湖南師範大学の 3 大学のキャンパ

スが連なる文教地区で、少し離れた辺りに

は新しい市街が開かれマンション群が建ち

並び、また湘江の西岸と中洲は公園になっ

ている。広々した湖南大学のキャンパスの

一隅には北宋時代に創設された儒教の学

院“岳麓書院”がある。朱憙が学を講じたこ

ともあり、毛沢東が学んだこともある由緒深

い学院で、外部の観光客もバスを連ねて訪

れているが、学生の憩いの場にもなってい

る。古い儒教の教えの場が現代の若者の教

育の場に取り込まれているところが、いかに

も中国らしい懐の深さといえよう。

 

 
 

  

講演会‐中国の農業・農村問題 
講師：東京農工大学元学長、日中農民交流協会副会長、本協会監事 梶井 功氏 

  ５月 2９日（木）1７時～１８時  於 JNC 青山分室 主催：日中科学技術交流協会

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日中の農業問題で気になっていることを

お話したい。 

 

１．所得格差問題 

データは、２００５年までの統計データで

あるが、経済活動人口中の中国の農業活

動人口は、６４％。日本は、３％であり、中国

は、まだまだ農業国である。対ＧＤＰの農業

生産比率は１２．４％（日本１．４％）だから、
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他産業との所得格差が大きいことは、64％と

１２％の対比で分かるが、可処分所得で農

村と都市を比べると、４１４０元対１３７８６元

（０７年）になる。２０００年は、２２５３元対６２８

０元だった。この格差拡大が中国農政上の

重要課題になっている。人口は、１３億人、

１４億近くなった。他産業の所得は上昇して

いる。 

 

２．食料不足問題 

食糧問題は大丈夫か？ 

米国のレスターブラウン「誰が中国を養うか」

（１９９４年）は、「経済成長に伴い、食生活が

穀類から肉類と脂肪質に変わり、食糧生産

の負担が変わる。２～３０年後には台湾並み

になる。その時、中国は食糧供給可能か？

とても可能とは思えない。２０３０年には３～４

億㌧の穀物を輸入することになるだろう。そ

うすると、世界の穀物貿易の全量が中国に

とられることになる」といっていた。この本が

出た後、中国社会科学院で討議したことが

あるが、その時、中国の人民公社解体を指

導した中国農政界の大御所 杜潤生先生

から、「レスターブラウンは中国の供給力を

過小評価している。農民は、自分が食えなく

なるような馬鹿なことはしない。食糧問題が

起きても、２５％の都市市民の問題だ。何と

でもなる。食糧問題はむしろ、日本で心配し

なければならないのではないか。」と言われ

た。確かにその通りである。０５年の食糧自

給率、日本は、穀物で２７％であるが、中国

はまだ、１００％を維持している。 

米国財務省の報告では、２００７年の中国

自給率は９５％。ここでは、大豆を穀物に入

れている。中国では大豆は、豆類で穀物で

ない。（中国の穀物生産量は２００６年４．４

億トン。穀物輸出は 605 万㌧。輸出する余

力がある。） 

 

大豆の輸入問題 

中国は、当面、大豆が問題である。食料

油の需要が増加してきている。東北は、大

豆の生産地であるが、そこの大豆は、油の

成分が少ない。2006 年の大豆生産は 2104

万トンである。製油用では米国に負ける。１

９９４～９５年頃までは、中国は、大豆を輸出

していた。９４年は、８３万㌧輸出。９６年は

輸出１９万㌧、輸入１１１万㌧になり、２００３

年には２０２４万㌧、２００６年２８２７万㌧を輸

入している（日本は２９万㌧輸入）。 ２００３

年には輸入国化してしまった。 

 

中国の品種改良、食糧増産 

レスターブラウンの誤りの一つは、品種改

良による収量の増大を過小評価した点、即

ち、中国がハイブリッド種を研究開発したこ

との軽視である。 

日本の琉球大学が開発した稲を元にした

ものである。中国は、ジャポニカ１/３、インデ

ィカ２/３だが、主力のインディカのハイブリッ

ドが成功した。収量はもみで５．５㌧/ha玄米

で４．４㌧/ha だったのを７㌧/ha まで引き上

げた。１ha 当り１０㌧の米が採れる高収量ハ

イブリッドが５０％以上普及している。揚子江

の北がジャポニカ米と見てよい。東北３省が

中心だが、ここの稲作には、青森と北海道

の研究者による指導が大きな成果を上げた。

小麦も品種改良で収量が上がった。 

 インディカでも美味い不味いがあり、湖南、

湖北の 2 期作の 1 期目は不味い。米はふん

だんにあるが不味いので豚のえさにしてい

る。いざと言うときの備蓄になっている。2001

年湖南の雑穀水稲研究所の袁隆平所長は、

「中国は国土の１３.５％の 1億２３００万 haの

土地で13億人を養っている。狭い土地で沢

山生産するのが農業技術。少ない土地で多

くの収量を上げるのが責務」と言っていた。

中国の方が、しっかりしている。日本の技術

者は、米が過剰だとなるとすぐ、「美味い米

作りだ」と目先を追わされている。 

 

３．農村と都市の格差から来る問題  

問題は、農業の人口比率とＧＤＰ比率の

差に端的に示されている。所得格差問題が

発生する。都市所得は、農村所得の 3.5 倍

ある。これを縮めるのが、胡錦濤主席の政

策 和諧社会政策である。 都市には仕事

がある。しかし戸籍制度があり、農村籍の農

民は、定住できず、障害になっている。戸籍

の売買も行われている。 
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４．農地所有権問題と戸籍問題 

農地の所有権問題もある。農民には土地

の所有権がない。人民公社がもっていたが、

これは、村に移した。村単位で土地を所有

している。人民公社時代は農民は労賃だけ

貰う。強制労働になり、生産性が落ちた。 

１９７５年頃から、農家単位で生産を行い

生産量に応じて比例分配を行う「包産到戸」

とか、農家単位での生産は同じだが、国や

集団への供出ノルマを達成した残りを全て

農家の取り分とする「包幹到戸」と言った個

人請負が生産性を挙げることが認められ、

人民公社解体になっていったのであるが、

農民の個別経営になったその請負期間は

不安定だった。1982 年に 15 年にしたのだ

が、それでも、農民が本腰をいれた営農を

するのには短いと言うのでで、2000 年、これ

は、30 年に延長された。請負権の安定化が

図られたのだが、その請負権を龍頭企業が

農民から譲り受け、土地をまとめて,農業を

行う形が出てきている。 

その典型が輸出野菜農場だ。輸出野菜

については輸出入野菜検査検疫管理弁法

が厳しい管理をしている。土地２０ha 以上の

農場を対象にしており、残留農薬の自己検

査と国の検査が義務付けられ、厳しく管理さ

れている。味の素の冷凍野菜直営工場に行

ったが貴州省から浙江省へ来た出稼ぎ農

民を使ってやっていた。農民の請負権を村

が回収し、まとめて企業に貸し出し、農民と

村で地代を分け合う。浙江省と貴州や四川

とでは、農業者の中でも所得格差が大きい。

上海とチベットとは3倍の格差がある。しかし、

戸籍問題で、定住はできない。子弟は北京

や上海の学校において貰えない。都市と農

民に戸籍を分けたのは、都市への農民流入

による社会不安を防止するためであった。

60 年代から 80 年代 都市市民は食料配給

権があったが、農民にはなかった。高度経

済時代までは、農作物を安くし、配給で都

市民を養ったのだが、今も農民の都市流入

は依然として防止している。 

 近代化スタートは人間の移動の自由から

で、日本の場合は、明治維新とともにやった

わけだが、中国は未だにやらない。まだ、そ

れはタブーらしいが問題としなければならな

い。 

  

５．農耕面積減少問題 

農耕面積が減少している。中国の国土面

積は９６０万平方キロで耕地面積はその１３．

５％の 1 億数千万 ha。これが減少。1995 年

までは各級政府で過小申告していた。人工

衛星測量が登場し、農地面積が正確に把

握できるようになったがそれでも国家統計局

と土地資源部の数字が合わない。1 千 ha の

狂いが出ている。 

1995 年 9500 万 ha という発表数字だったが、

それが、1996 年に 1 億 3000 万 ha と発表さ

れ、2003 年には 1 億２３４０万 ha で６６５万

ha 減少したとなっている（土地資源部の数

字）。日本の全耕作面積に相当する部分が

減少したわけである。退耕還林政策で積極

的に耕地を森林に復旧し、減らしたところも

ある。 

四川省の成都平原の都江堰（とこうえん）

は、最古の水利施設で成都の灌漑を担って

きたが、その真ん中に工業団地ができてい

る。気になる。 

１億数千万 ha の耕地に対し、安定多収

穫農地保全政策と言う名の土地改良事業

が１９９６年発足した。９６年は、３７００万 ha、

２００３年は、３９５０万 ha になっているが、こ

のスピードがどうなるか。 

胡錦濤の政策は、これまでの農村搾取政

策から都市の農村支援に変える政策であり、

工業が農業を支えることにあると言われてい

る。即ち食料政策重視とみていいだろう。 

もう一つの問題は、砂漠化の進行である。

９０年代は年平均１０万 ha が砂漠化した。２

００年代に入って、年３万 ha 減り、年平均７

万 ha で砂漠化している。植林で成果が上が

ったが、止まったわけではない。原因の一

つに、モンゴルの人たちと漢族の所得格差

がある。草原には、１ｍを優に超す羊草（ヤ

ンソウ）が生えていた。この草が低くなってい

る。過放牧のためである。集団放牧時代に

は、コントロールされていたが、現在は生産

請負制で放牧地を1 戸当り 100 頭の羊の放

牧可能面積で分割した。すると金を持って
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いる漢族の商人が予託放牧を始めた。１戸 

100 頭が１戸２００～３００頭になって、過放

牧で草丈が低くなった。野鼠が草のやわら

かい穂先を食べられる１０ｃｍ丈なると、野鼠

が大発生し、一挙に砂漠化する。予託放牧

を止めさせないといけない。転換事業をどう

やるかが課題である。 

 

６．質疑 

①大規模養豚事業による穀物収穫量の減

少 

農家は、養豚の糞で堆肥を自給してい

たが、なくなり、化学肥料になった。９㌧あっ

た一般農家の収量は６．６トンに減った。 

② 機械化 

 耕耘は６０％くらい機械化されていたが、

最近は、４０％台に減っている。機械化で余

った労働力は、農業経営で吸収できる。集

約的作物を入れて、労働力を吸収する農業

を作るべきである。機械が過剰投資になら

ないように１５ha～２０ha の耕作面積と機械

の作業適期を考えないといけない。米国は、

適期が一ヶ月。日本は短い。 

③ 大豆の米国輸入の矛盾（米国での中国

人雇用生産） 

  中国で作れるように自前の遺伝子組

み換え作物ができれば、中国での栽培の

道が開く。    
下写真は、講演会後の懇親会 参加者 

 以上 

 
 

講演会「日中の大気環境を考える」 

日中科学技術交流協会主催 Ｈ２０年４月１６日 司会 鈴木 伸 理事 
  ４月１６日（木） 1３時～１５時  於 JNC 青山分室 主催：日中科学技術交流協会 

 

 
 
中国は、市場経済の導入によって急激

に経済発展を遂げてきましたが、しかし、

反面、貧富の差や大気汚染等が拡大して

おります。日中科学技術交流協会では、

長年、中国環境問題を取り組んできまし

たが、この度、本分野に詳しい専門家の

方々から下記の題名で中国の環境問題の

状況をご講演いただきました。講演会に

は、27 名の方が参加しました。 
 

 

 

１．京都メカニズム/CDM と中国における環

境改善 
工学院大学非常勤講師 （財）日本品質保

証機構特別参与 田森 行男氏 

 

２．中国北京市大気測定結果と対策 

千葉大学名誉教授  鈴木 伸氏 

元千葉県環境部技監 環境カウンセラー 

小関 光二氏（発表） 

 

３．都市大気の実態と挙動解析－汚染大

気の光化学反応 

産業技術総合研究所顧問 筑波大学名誉

教授  安藤 亘氏 
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司会 鈴木伸氏        田森 行男氏  小関 光二氏（発表）  安藤 亘氏 

 

 

１． 京都メカニズム/CDM と中国における

環境改善 田森 行男氏 

 

地球サミット（ＵＮＣＥＤ）で採択・調印地球サミット（ＵＮＣＥＤ）で採択・調印
された宣言・条約の骨子された宣言・条約の骨子

リオ宣言

１．自国の自然を開発する権利を持つ

２．各国は「環境法」を制定

３．各国は汚染物質の移転防止に協力

４．各国は環境保全のための経済的手段の導入に努める

アジェンダ２１

１．先進国はＯＤＡを対ＧＮＰ比０．７％を目標とする

２．先進国は途上国への技術移転政策

気候変動枠組条約 (UNFCCC)
温室効果ガスを２０００年までに従前レベルに戻す政策をとる

生物学的多様性保護条約

１．生態系などを脅かす外来種の移入を防ぐ

２．絶滅の恐れのある種の回復と生息地への導入のための

措置を講じる

森林原則声明

１．各国は林産物貿易の障害除去に努力

２．森林に被害を与える汚染物質を規制

 

¾ 従来の「東西対立」が消滅して急浮上

「地球温暖化問題」の別表現として

¾ 「先進国」と「開発途上国」という２分法によ
る最初の国際会議

¾ ただし、「先進国」には２種類の定義を

ロシアを含む東欧諸国は２様の扱いに

「市場経済への移行過程にある諸国」は一時的に先進

国の義務の多くを免除

南北問題の登場

 
 

大気中の温室効果ガス（ＧＨＧ）の濃度を気候
系に対して危険な人為的干渉を及ぼすことに
ならない水準に安定化する。

気候変動枠組条約（UNFCCC）とは

→京都議定書の親条約として気候変動問題

（地球温暖化問題）へ取り組むベース  

 
京都議定書 （Kyoto Protocol）

: － 8%         米国 ：－7%
: － 6%         豪州 ：+  8%
: ± 0%

HFCs, PFCs, SF6 （1995年でも可）

9EU
9日本

9ロシア

②第一約束期間（2008～2012年）における

主要国の削減目標

CO2, CH4, N2O（1990年）

①対象GHG（基準年）

 
 
京都メカニズムとCDM  
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各国削減目標を達成するためのコスト試算

(注）矢印線は、複数の試算による幅を示したもの。
また、400、300、200という数字は各種試算を平均した値。  

 

費用対効果に優れている温室効果ガス削減手段

温室効果ガス
排出量削減ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
→クレジット発生
（CER）

CERを活用CER

技術移転

省エネ・
環境

SustainableSustainable
DevelopmentDevelopment

（持続可能な発展）（持続可能な発展）

京都議定書の京都議定書の
温室効果ガス温室効果ガス
数値目標達成数値目標達成

CDM （クリーン開発メカニズム）

開発途上国

ホスト国

日本（先進国）

投資国

 
 

CDMの意図するもの
１．GHG排出量の削減により、GHG濃度の安定化を図る。

２．先進国（附属書Ⅰ国）の技術移転を通して、途上国
（非附属書Ⅰ国）の持続可能な発展（SD）に資する。

３．先進国の京都議定書における削減約束の遵守

（ = 数値目標の達成）に貢献する。

４．途上国における環境保全技術及び省エネ・新エネ

技術の普及に資する。  
 

CDMプロジェクトの意味

CDMプロジェクト = win - win メカニズム

=  ３E プロジェクト

Economy

Energy Environment

 

京都メカニズム/CDMの制約条件
１．先進国における京都メカニズムの活用は、
削減目標において補完的でなければならな
い。

２．CDMに対する公的資金の投入はODA
の流用（diversion)であってはならない。

３．原子力発電は含めない。
 

 

CER CER Certified Emission ReductionCertified Emission Reduction

CDM プロジェクト活動サイクル

DOE Verification/Certification

EB Issuance

Approval

PP PDD

DOE Validation

PP Monitoring

EB Registration

DNA

指定運営組織
Designated Operational Entity 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参加者 Project Participants

担当政府機関（投資国､ﾎｽﾄ
国）
Designated National Authority

CDM理事会 Executive Board

 
 

A. General description of project activity
B. Application of a baseline methodology
C. Duration of the project activity/Crediting 

period
D. Application of a monitoring methodology 

and plan
E. Estimation of GHG emissions by sources
F. Environmental impacts
G. Stakeholders' comments

ＰＤＤの構成

 
 

1.Local Stakeholder Consultation 
あらかじめプロジェクト事業者が実施して、その内容と結果を
PDDに記述する。

2.Global Stakeholder Consultation （Initial)
完成したPDDをUNFCCCのwebで30日間公開し、世界中か
らコメントを集める。審査機関はそのコメントへの対応をレ
ポートに記述する。

3.Global Stakeholder Consultation (Final)
審査機関のレポートを8週間公開し、理事メンバー等からの
意見を集める。

Stakeholder Consultation

 
 
 

1. 中国政府承認： 1112件
1年間で約900件増加

2．国連登録： 159件
このうち、28件が日本の事業者による

登録件数では、インドに次いで世界2位

削減見込み量では、世界1位

3. 内容：水力582件、風力165件、省エネ176件

中国におけるCDM 2008年2月
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・ 風力発電プロジェクト

・ 都市ごみ埋立地からのメタンガス（LFG)回
収・利用プロジェクト

・ 製鉄・コークス工場におけるCDQとエネル

ギー利用プロジェクト

・ ブレンドセメントプロジェクト

・ HFC-23分解プロジェクト

� 石炭鉱山メタンガス回収・利用プロジェクト

中国におけるCDMプロジェクト例

演者のプロジェクト審査の経験から

 
 

最近の環境関連法規制の強化
１．環境影響評価法 (2003. 9 施行）

２．環境影響評価 公衆参加暫定施行弁法

(2006. 3 施行）

３．クリーナープロダクション促進法（2003. 1 施行)
4. 環境情報公開規則 （試行） （2008.5 施行）  

 

1.  対象事業分野は、工業、交通，水理、都市建設、
さらに農業、商業、文教、科学技術研究など広
範囲

2.  影響の度合いにより3段階に分類：
A: 重大な影響 B: 軽度の影響 C: 非常に小さい

それぞれ、EIA報告書、EI 報告表、EI登記票 を作成

3． AとBでは、国が認証した評価機関が作成した
報告書又は報告表をもとに、地方環境保護局
が審査する。

4.  報告書（A)の作成と環境部局の承認に際して
は、公衆参加を実行する。

環境影響評価法（EIA法）

 
 

1. 国が認証した評価機関がEIA報告書を作成す
る最初の段階で、計画の情報を公開し、意見
を集める（質問表の配布、公聴会など）。

2. 作成された報告書を環境部局が審議、承認す
る段階で、これを公開しコメントを募集する。

3. 寄せられたコメントを十分に勘案し、その採用
と不採用の理由を報告書に記載する。

公衆参加弁法 （2006年2月公布）

 
 

クリーナープロダクション促進法
各級人民政府は

１．クリーン生産技術のモデル事業や普及事業を指導・

支援する。

２．省エネ、節水、リサイクル等を配慮した製品を優先的

に購入する。

３．基準超過汚染物質を排出し、又は総量規制を超過し
た企業のリストを公表する。

４．クリーン生産において顕著な成績を収めた事業者や

個人を表彰、奨励する。  
 

１．政府(県レベル以上）：環境情報の自発的公開

環境統計、環境調査情報、

公衆の投書、苦情案件、及びその処理結果

基準などの規制を超えて汚染が深刻な企業のリスト

2. 企業：環境情報の自発的公開の奨励

環境方針、環境目標と成果、資源消費総量

汚染物質の種類、量、濃度、排出先

環境情報公開規則（2008年5月施行）

 
 

生産企業の中に公害防止の組織と専門技術の有
資格者を配置する

・ 2000年 JICAによる集団研修開始

・ 2001年 重慶市の3企業で開始

・ 2003年 5都市、25企業で試行開始

・ 2005年 国務院決定により制度の確立を指示

・ 2,008年 制度の枠組みと大綱が確定

企業環境監督員制度の導入へ
日本の公害防止管理者制度を参考に

 
 

おわりに
¾CDMは中国とその適用地域の「持続可能な
発展」（SD)に寄与する。（＝大原則）

¾すぐれたエネルギー技術は、同時にすぐれ
た環境保全技術である。

¾CDMは国際協力、日中環境協力の有力な
ツールとなりうる。  

 
質疑 
１．京都メカニズムでは原子力を含めてい

ないが、分散型原子力などは別の議論が

あってもよいと思う。原子力はポスト京都で

も排除されるか？ 

Ans:：この議論の過程では、欧州と日米

の厳しい対立があったと聞いている。第

2 約束期間ではどうするか、いま議論が

始まったところであり、その点も含めて

議論の対象になりうると考えることはで

きる。 
 

２．京都メカニズムは、経済発展が著しい

中国やインドなど途上国の排出削減枠組

への参加を考えなければ、まったく意味が

ないとの議論もあるがどうか。 

Ans：第 2 約束期間、いわゆるポスト京

都をどうするかという議論と京都メカニ

ズムとは分けて考えるべき問題である。

第 2 約束期間の削減枠組に発展途上国の
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参加をどう組み込むかは、米国の参加と

併せて第一義的に重要な課題である。一

方、京都メカニズムは、少なくとも第一

約束期間における先進国の排出削減約束

を確実に達成するための道具（ツール）

であり、次元の異なる話である。ただし、

第二約束期間に途上国の削減約束を何ら

かの形で組み込みえた場合でも、この京

都メカニズムの活用は有効でありえると

考える。 
 

３．①CDM と SCR の関係について、②環境

対策とビジネスモデルについて聞きたい。 

Ans：①CDM や京都メカニズムの導入に

際して CSR が考慮されたとは理解して

いない。しかし、CDM を活用する企業

の中には、これで実利を得るというより、

企業の CSR の観点から取り組んでいる

というケースもしばしばみられる。②こ

の CDM はまさに環境対策と経済的実利

の双方を獲得するための手段として考え

出されたものである。京都メカニズム

/CDM が ３ E(Economy, Energy and 
Environment) Project だといわれる理

由がそこにある。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２． 中国北京市大気測定結果と対策 

        小関 光二氏  

 

事 業 名 と 事 業 目 的

○事業名：

「北京等中国都市における大気環境モニタリングに関す
る日中共同研究」（平成１８年度）
事業者は当協会（環境専門グループ）

○事業目的：

著しい経済発展が進行中の中国では、反面、大気汚染
等の環境悪化が懸念されている。

このような中で、日中両国間の環境科学技術の強化発
展を図ることにより、

・日中両国の生活環境の改善を図る。

・日中両国民の福利と友好親善の増進を図る。  
 
地球環境基金からの助成金
350万円で共同事業を実施

・共同研究者：当協会環境専門グループと中国

清華大学環境科学与工程系

・大気環境測定：千葉市内、北京市内

・技術移転：中国側担当代表者を日本に招聘し

研修を実施

・共同検討会：千葉市内と北京市内で実施  
 

大 気 環 境 測 定 内 容

・測定方法：千葉大学等で開発された簡易測定法
自然拡散吸着捕集（24時間暴露）→機器分析

・測定場所：
千葉大学構内6ヶ所（7月2日間）

同 1ヶ所（12月7日間）
千葉市役所道路沿道2ヶ所（7月2日間）
千葉市コミュ二ティーセンター高度別３箇所（7月2日間）
北京市内5ヵ所（8月4日間、10月7日間、１月4日間）

（冰地区、清華大学環境科学院、地理科学資源研究
所、什刹海、西単）

・測定項目：酸性ガス（SO2、NO２等３物質）、VOC（２０物

質）、カルボ二ル化合物（２０物質） 計４３項目
 

測 定 結 果 （全般）
１、地域変化

北京市内5地点で一番汚染濃度が高かったのは

繁華街である西単。

一番低かったのは、樹木が多く、車の少ない清華
大学構内。（暖房期のＳＯ２を除く）

２、季節変化

酸性ガス（ＳＯ２，ＮＯ２，ＨＮＯ３）は、夏低く秋・冬
高く、ＶＯＣ、アルデヒドは冬低く、夏・秋高い傾向。

３、千葉大学との比較

清華大学は、ほとんどの項目で、千葉大より高い。 
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北京マラソンコース

五州ホテル

オリンピック
スタジアム

天安門

 
 

測 定 結 果 （汚染質）

・ＳＯ２：

北京では冬季（１月）に高く、中国および日本の環境基準
をオーバーする日もある。

清華大学の１０月は千葉大学（１２月）の５倍程度である。

中国の基準（第2標準）：日平均150μｇ/ｍ3（0.056ｐｐｍ）

日本の環境基準：日平均0.04ｐｐｍ（107μｇ/ｍ3）

（年平均で0.02ｐｐｍ程度）

参考：千葉県のＳＯ２の推移  
 

二酸化硫黄の経年変化（千葉県）
ー年平均値ー

0.000
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0.010

0.015

0.020
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0.035

0.040

42 45 48 51 54 57 60 63 3 6 9 12 15
年度

ＰＰＭ

 
 

昭和38年千葉市
川崎製鉄千葉製鉄所、東電千葉火力発電所

 
 
・NO2：

北京では、秋・冬季（10月、1月）に高く、中国基準及び日
本の環境基準の上限値を超えるケースが多い。

清華大学の10月で、千葉大学（12月）の2倍程度である。  

中国の基準（第2標準）：日平均80μｇ/ｍ3（0.042ｐｐｍ）

日本の環境基準：日平均

0.04～0.06ｐｐｍ（77～115μｇ/ｍ3）

年平均0.02～0.03ｐｐｍ程度

参考：千葉県のＮＯ２の推移  
 

二酸化窒素の経年変化（千葉県）
ー年平均値ー

図１－３－５　二酸化窒素の経年変化（一般局）
（注)有効測定局の年平均値の総平均値で評価
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・VOC：

代表的なベンゼンでは、千葉大学（12月）では
日本の環境基準(3μg/m3)をクリヤーしているが、
北京の全ての測定地点で、全ての季節で、その5
～８倍で基準を超過している。

参考：Ｈ．18年度ベンゼン調査結果（千葉県）

３１地点年平均値 1.9μｇ/ｍ3(0.81～2.7）
 

・カルボニル化合物：

ホルムアルデヒドでみると、シックハウス対策室
内指針値(100μg/m3)以下 だが、清華大学は千
葉大学の2倍強である。  

 
北京市内の大気汚染の状況（写真）

平成16年10月30日 平成16年10月31日

（北京市朝陽区内五州ホテルの窓越しから撮影）

 

そ の 対 策
１、防止技術の導入

（１）燃料脱硫技術（重油直接脱硫など）

（２）排煙脱硫・脱硝技術

（３）燃焼技術

２、制度整備の拡充

（１）法整備ーＰ.Ｐ.Ｐの原則、

拡大製造者責任

（２）法の遵守を

３、学者の頑張り
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３． 都市大気の実態と挙動解析－汚染大

気の光化学反応  安藤 亘氏 

 

 

人や車がひしめき、企業の生産拠点が集

まる大都市は、呼吸をするように汚れた空気

を吐き出す。 

人間や動植物に害のある大気汚染物質

で茶色に変色した雲が、風に乗り、国境を

越え、広く地球に広がっている。 

しかし、東アジアには脅威に立ち向かう

枠組みはなく、無防備のままである。雲のも

とは工場や車からの窒素酸化物（NOｘ）や

硫黄酸化物、一酸化炭素などで、国連環境

計画（UNEP）は、これをブラウン・ヘイズ（茶

色い煙霧）と名付けた。 

今年、経済協力開発機構（OECD）が発

表した「環境概況」に不気味な予測が掲載

された。 

地表のオゾンにさらされて、呼吸器系の

病気などで死期を早める人数が日本と韓国

は２０３０年には１００人当たり８８人となり世

界で最も高い数字になるという。 

また農業環境技術研究所は、オゾンの濃

度が高い沿岸で栽培した稲は、低い内陸よ

りも８％収率が減っていると指摘している。 

 
成層圏のオゾンは、太陽からの紫外線を

遮る良いオゾンである。一方、対流圏のオゾ

ンは、呼吸器疾患を起こし、農作物を枯ら

す強烈な酸化作用を持つ悪い物質として知

られている。 

中でも特に危険と見られるのはNOｘと炭

化水素が光化学反応を起こしてできるオゾ

ンである。光化学スモッグの元凶である。 

この光化学反応について話したい。 

 

大気の構造  

8小倉１９６４  

 

 
 

アジアにおけるNOｘの発生 

 

z 過去２０年間で２．５倍も増加 

z 中国５０％・インド２０％・日本５％ 

z 火力発電所と自動車排ガス 

z （エネルギー需要と自動車の増加） 

z 今後も続く？ 
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大気中に排出されるガス 

z CO ガス、２０００Tg/year（主として化

石燃料、バイオマス、メタンの酸化） 

z メタン４００Tg/y（主として湿地、天然

ガス、家畜、水田）など 

z NOｘ１５０Tg/y、SO2、２００Tg/y（主

として化石燃料） 

 

 大気汚染の人の健康への主な影響 

 

 
 

 
 

大気物質の 

地球化学リサイクル・フィードバック 

14  
典型的な大気混合時間 
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大気中の分子の寿命と空間スケール  

 
 

18

大気中でのオゾンの生成

NO2
+O2 O3

NO O3 NO2 O2

NO O3NO2

NO

O O2 O3

+ hX

+ +

+

+ (1)

(2)

(3)
k1

k2

k1[NO2] = k 2[NO][O3]Equi librium

hX

+
2 OO2

 

オゾンの酸化能力：ＯＨの生成
（大気の酸化能力を決める）

Ｏ（１Ｄ）の生成は３００～３２０nmの波長で起き、

それより短波長は成層圏オゾンで吸収される

O３ ＋ ｈν O2 ＋ O（１D)

O（１D) ＋ M O(3P) ＋ M
O（１D) ＋ H2O ２OH

大気のOH平均濃度は１x１０６個 ｃｍ－３

 
 

オゾンの分解反応 

 
+ HO2 O2

2 O2

3 O2(Net)

NO NO2

2 O2(Net)

+OHO3

+O3 HO2 OH +

2 O3

O3 + O2+

NO2 O+ NO O2+

O3 + O  
 

 

 

OH により決まる成分の寿命 

z メタン（４ｋｍ 対流圏）８．９年 

z CO（０．５atm） ５０日 

 

20

 
メタンのグローバルな収支 

  自然起源（１６０Tｇ/y） 

人為起源（３７５Tｇ/ｙ）消滅(５１５Tg/y  

内OHによる酸化４４５Tｇ/ｙ, 85% 

 

アジアのメタンの排出 １９００年後半より

急上昇⇒インド、中国での農業活動、家畜

の発酵作用 

 

メタンの酸化過程

過酸化メチルラジカル: CH3O2·の生成

CH4 ＋ ·OH → CH3 · + H2O

CH3 · ＋ O2 ＋ M → CH3O2· ＋ M

CH3O2· ＋ HO2 → CH3OOH ＋ O２
 

 

過酸化メチルラジカルOH と反応し、光反

応によりホルムアルデヒドを生成。 

ホルムアルデヒド（CH２O）とＯＨが反応し、

HOｘが生成 
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高濃度NO存在でのメタンの酸化機構 

 
低濃度NOの存在でのメタンの酸化 

CH4 ＋ ·OH → CH3 · + H2O； 

CH3 · ＋ O2 ＋ M → CH3O2· ＋ M 

CH3O2· ＋ HO2 → CH3OOH ＋ O２ 

 

NO２が発生するとO3が生成する 

 
NO2 hv+ NO +

O3+

O

O O2 M+ M+

NO2 hv+ NO +
O2

O3

まとめて表記すると

NO2 hv+ NO +

O3+

O

O O2 M+ M+

NO2 hv+ NO +
O2

O3

まとめて表記すると

 
 

 

オゾンは、光解離して新たに２つのOH分

子を生成する。このようにNOｘはOHやオゾ

ンを生成する。 

 

日中観測された大気汚染濃度と日照時間 

 

メタンの酸化サイクル 

H2O

CH2O

 
 

励起状態のNO2 と水の反応によるOHラジ

カルの生成 （Science, 2008, 319 、1657) 

励起酸素原子と水の反応によるOH ラジカ

ルの生成 

 
O3 + O2+hv (<320 nm) O (1D)

M+O (1D) O (3P) M+

M= N2 or O2

H2O+O (1D) O H   

NO2*

光励起

 

 
 

NO2 励起と水の反応に対応するOHの成生 
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OH生成の反応速度 

In excess H2O
k7

I : first order rate constant  

 
Fig. 2. Plot of the pseudo–first-
order rate constant k7

I versus 
H2O concentration. The l ine's 
slope gives the bimolecular 
rate constant k7. It was 
estimated the overall uncertainty 
in the rate constant to be ±50%.

 
 

太陽光の天頂角と高さ因子に下づくOH の

生成速度 

 

 
 

 

• 参考文献

• １．谷本浩志、 国立環境研国境を超える対流圏オゾン、

• ２．松見豊、 名古屋大学太陽地球環境研、 対流圏の化学

• ３．読売新聞 ２００７年１２月２７日、２００８年３月２０日

• ４．朝日新聞 ２００７年１月１６日, ２００８年３月２７日

• ５．伊豆田猛、東京農工大、環境植物学

• ６．Shuping Li, Jamie Matthews, Amitabha Sinha, Science,   2008, 
• 319, 1657.
• 7. 陳亨、産総研講演、２００８年講演  

 

 

 

 

 

 
 

四川省大地震 義捐金贈呈 
 
5 月 29 日の総会時、会員有志により、四

川省大地震義捐金が合計 64000円集まり

ました。当協会はこれに 36000 円を付加

して、10 万円にして、有山理事長が 7 月

3 日中国大使館の呉松さんに届けました。 
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ＥＴＴ創業支援機構様ご寄付 
 
 ６月１９日ＥＴＴ創業支援機構様より

当協会活動に対して、百万円のご寄付を

頂きました。 
このご寄付は、中国人留学生に対する

研究奨励賞の基金に対するもので、この

賞金の名称、活用法についてはワーキン

ググループで審議する予定ですが、ご芳

志を有効に活用させていただく所存です。 
 

 

第１２回理事会 
２００７年度事業報告 決算報告 

２００８年度事業計画 収支予算 

 

 第１２回理事会は、200８年４月１６日に、日

本原子力研究開発機構 青山分室にて開

催され、２００７年度事業報告、決算報告、 

２００８年度事業計画、収支予算、借入金、

事務局長の役員報酬が審議され、一部修

正の上了承されました。 

 理事の選任では、深津理事病気治療退

任が承認されました。 

 会員状況は、ご高齢、ご逝去などで退会

者 5 名、新入会者 3 名で 2007 年度末合計

98 名で、賛助会員は、7 社 13 口である。 

 
  

第５回通常総会 
２００７年度事業報告 決算報告 

２００８年度事業計画 収支予算 

 

第５回通常総会は、200８年５月２９日に、

日本原子力研究開発機構 青山分室にて

開催され、２００７年度事業報告、決算報告、 

２００８年度事業計画、借入金、事務局長の

役員報酬が審議され、承認されました。 

２００８年度収支予算では、一部修正の上

承認されました。 

 
理事選任 

定方正毅（ご逝去）、宮島龍興（ご逝去）、深

津保（ご病気静養）の３名が理事を退任され、

以下の23名が理事として留任（任期は2007

年度、２００８年度）することが承認された。 

 

有山正孝、藤崎博也、山脇道夫、紺野大介、

永崎隆雄、有馬朗人、安藤 亘、井形直弘、

伊藤 学、井口洋夫、榎本聡明、岡田雅年、

上坪宏道、小松彦三郎、坂部知平、鈴木基

之、 鈴木 伸、堂山昌男、早川典生、宮崎 

清、山岡亜夫、山本良一、若槻雅男 

 

会員の入退会 （敬称略） 

正会員；入会３名（海老原弘行、中川保祐、

曽我文宣）、退会５名（鈴木洋夫、玉木英彦、

土屋喜一（ご逝去）、定方正毅（ご逝去）、宮

島龍興（ご逝去）） 

学生会員 入会２名 矢形朋由、徐敏 

 

5 月 29 日現在の会員数：正会員９８名、学

生会員２名、賛助会員７社（1１口）新日鉄、

名誉会員２名である。 
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